























と形態を解析した。スパインのヘッドの直径が 0.65m 以下のものを small-type、0.65m
以上を large-type、large-type の中で特に大きい 0.9m 以上のヘッドを持つものを
giant-typeと分類し、それぞれの数の変化を解析した。 





から離れるほど減少した。細胞体のスパイン数は、雄においては 3 週齢より 8 週齢で有意
に増加した。また、雌においても増加する傾向が見られた。細胞体から 50m 以内の樹状
突起区間では、雄雌ともに 8週齢でスパインの数が有意に増加した。50m以上離れた樹状
突起区間では、雄雌ともに 3週齢と 8週齢の間で有意な差は見られなかった。 
スパインの形態、特にヘッドの大きさは受けている神経入力の強度と密接に関連するた
め、スパインのヘッドのサイズによる分類を行った結果、small-type スパインは雄におい
て細胞体で、large-type スパインと giant-type スパインは、雌雄ともに細胞体と 50m 以
内の樹状突起区間で有意に増加した。 
EB処置群においてスパインの分布パターンは対照群同様であった。一方、細胞体と 50m
以内の樹状突起区間のスパイン数は、雌雄いずれでも EB処置群において対照群と比して有
意に減少した。そして、スパインのヘッドによる分類においては、EB処理群で全ての種類
のスパインの数が細胞体と 50m以内の樹状突起区間において有意な減少を示した。 
 
【考察】 
幼若個体に比べ成体で、細胞体と近位樹状突起においてスパイン数の増加がみられた。
これはマウスを用いた先行研究と一致する結果であった。また、スパインの形態的特徴を
用いた分類を行い、解析したところ、成体では大きなヘッドを持つスパインの数が細胞体
と近位樹状突起で増加していることが明らかとなった。これらの結果は、GnRH ニューロ
ンは性成熟にともない細胞体と近位樹状突起により多く、より大きな興奮性入力を受ける
ようになる可能性を示すものである。また、新生仔期の EB処置により性成熟が障害された
ラットでは通常の発達でみられるスパイン数の増加が見られなかった。このことは、正常
な性成熟における神経性入力の変化の重要性を示唆している重要な知見と言える。 
本研究により、GnRH ニューロンの細胞体と近位樹状突起における興奮性入力は性成熟
にともない、より多く、より大きくなるという発達変化を示し、思春期開始時期の GnRH
ニューロンの活動変化と密接な関連を持つ可能性が示唆された。 
 
